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今回の広報には「いっしょに手をつなご」が折り込んであります。読むときは、はずしてお読みください。

　　

山
岡
町
久
保
原
に
あ
る
市
指
定

文
化
財
爪
切
地
蔵
尊
。
岩
の
表
面

に
地
蔵
尊
が
刻
ま
れ
た
も
の
で
、

弘
法
大
師
が
一
夜
の
内
に
爪
で
刻

ん
だ
と
い
う
、
言
い
伝
え
が
残
り

ま
す
。
毎
年
８
月　

日
を
大
祭
と

１６

し
て
、
約　

年
の
伝
統
が
あ
る
煙

３００

火
を
奉
納
し
ま
す
。

　

言
い
伝
え
で
は
、
鎌
倉
時
代
の

終
わ
り
ご
ろ
の
文
保
元
（
１
３
１

７
）
年
、
草
伯
と
い
う
僧
が
行
基

作
の
薬
師
如
来
像
を
奉
持
し
、
久

保
原
村
へ
来
訪
し
た
と
き
、
村
人

が
こ
の
僧
に
帰
依
し 
草
庵 
を
立
て

そ
う
あ
ん

迎
え
た
。
あ
る
時
こ
の
草
庵
に
１

人
の
老
僧
が
訪
れ
一
夜
の
宿
を
し

た
。
翌
朝
、
こ
の
老
僧
の
姿
は
な

く
、
一
枚
岩
の
地
蔵
尊
が
傾
い
て

立
っ
て
い
た
。
草
伯
は
、「
夕
べ

の
僧
は
弘
法
大
師
で
一
夜
に
て
爪

で
刻
ま
れ
た
」
と
し
て
爪
切
地
蔵

と
名
付
け
た
。
大
師
が
立
て
ん
と

し
た
と
き
夜
明
け
と
な
り
、
一
番

鶏
が
鳴
き
人
の
近
づ
く
気
配
を
感

じ
て
傾
い
た
ま
ま
に
し
た
と
伝
わ

る
。
真
っ
す
ぐ
に
す
る
と
疫
病
災

難
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

□
問
い
合
わ
せ　

山
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興
事
務
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案内図
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▲地域で大切にされている爪切地蔵尊　

▲

８
月　

日
に
開
催
さ
れ
る
伝
統
の
花
火
大
会　
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